
会派名：公明党西尾市議団 

事業実績（研修）報告 

１ 研修の概要 

(1) 目的 全国市議会議長会研究フォーラム 

(2) 日時 令和７年８月２７日(水)28 日(木) 

(3) 場所 札幌文化芸術劇場 hitaru 

(4) 参加者 大塚久美子議員  

 

２ 研修内容と所感 

プログラム 

第 1 日目 8 月 27 日(水) 

13:00 開会式 

13:20  基調講演 

   「主権を預かる誇りと責任」 

伊吹 文明 元衆議院議員 

 

14:40 

パネルディスカッション 

「多様な人材の参画促進の観点から 

地方議会議員のなり手不足間選を考える」 

コーディネーター    

辻 陽  近畿大学法学部教授 

パネリスト 

牧原 出 東京大学教授 

白石 洋ー 読売新聞東京本社政治部次長 

山下 節子 山口県宇部市議会議長 

長内 直也 北海道札幌市議会議長 

 

16:40 

次期開催地挨拶 

終了 

（研修会場） 

（札幌文化芸術劇場 hitaru 自席から） 



 

 

 



 

第２日目 8 月２８日（木） 

9:00 

課題討議 

「地方議会議員のなり手不足問題の取組報告」 

コーディネーター 

牧瀬 稔 関東学院大学法学部地域創生学科教授 

 

事例報告者 

今井 康善 長野県岡谷市議会前議長 

平神 純子 鹿児島県南さつま市議会議員 

中野 進 石川県白山市議会議長 

11:00 閉会式 

 

 

 

 

所感 

全国市議会議長会研究フォーラムに参加した。なり手不足のもんだを多方面か

ら考え、そのために、取り組んでいる議会の報告は、なり手不足ではなくても参考

になる内容があり大変勉強になった。 

 

近年地方議員のなり手不足に関するトピックが増えている。なり手不足とは一般

的には候補者が議員定数に満たない状態と捉えられる。 

統一地方選挙における無投票率の推移として、無投票率が高いのは都道府県議会

議員選挙と町村議会議員選挙である。市議会議員選挙は無投票率が拡大している

ものの低水準である。 

 

本市においては、なり手不足問題とは無縁であるが、昨年の市議選では定員割

れするのではないかと思われるほど、立候補の声が聞こえなかった。議員の仕事

は、市民には伝わりにくいことも原因のひとつで、議会情報のオープン化、情報共

有が必用である。SNS を活用した広報活動の強化、情報の発信、市民参加型の意

見交換会や機械報告会の充実、まだまだできることはたくさんあると感じた。現在

議会改革検討委員会が発足し、議論を深めている。開かれた議会にするため、そし

て市民の負託に応えるため、議論を重ねていきたい。 

 



                    収支報告 

項目 支出金額 備考 

研修費          9,000 円  

資料購入費           0 円  

旅費       66,196 円  

計       75,196 円  

 

 


